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廿日市市観光課

　

本
市
で
は
、
平
成
27（
２
０
１
５
）
年
１
月
に
策
定

し
た「
廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、

観
光
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
基
本
計
画
で
想

定
し
て
い
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
に
及
び
、
観
光
産
業
は
、
深
刻

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
国

内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
宮
島
は

観
光
客
が
激
減
し
て
お
り
、
宮
島
の
「
再
生
、
復
興
」

の
た
め
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
「
宮
島
ル
ネ
サ

ン
ス
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
は
、
世
界
遺
産
宮
島
の
自
然
・

文
化
・
歴
史
な
ど
の
普
遍
的
価
値
を
活
か
し
た
「
宮
島

ら
し
い
」
観
光
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
定
め
た
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
度
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
す
。

　

宮
島
の
「
再
生
、
復
興
」
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
市
内
の

観
光
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
様
々
な

主
体
と
連
携
し
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画

厳
島
宣
言

概要版
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光
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（千人） （1989）
宿泊者数

過去最高 527,616人

（2018）
外国人来島者数

過去最高 355,087人

宿泊者数（推計）
外国人来島者数
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（2019年 5月）
月間最多 538,903人

（2018年 7月）
月間最少 221,552人

コロナ前の月間値の差
最大 30万人

コ
ロ
ナ
禍
前（
２
０
１
９
年
以
前
）の
宮
島
来
島
者
数

を
見
る
と
、
２
０
０
７
年
に
３
０
０
万
人
を
超
え
て
以
降

急
増
し
、
２
０
１
０
年
代
に
は
４
０
０
万
人
、
２
０
１
９

年
に
は
過
去
最
高
の
４
６
５
万
７
千
人
の
来
島
者
数
に
な

り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
直
前
４
年
間（
２
０
１
６
〜
２
０
１
９
年
）の

宮
島
来
島
者
数
に
つ
い
て
月
別
に
見
る
と
、
例
年
５
月
、

８
月
、
11
月
が
多
く
50
万
人
前
後
、２
月
、６
月
、７
月
、

12
月
が
少
な
く
20
万
人
台
と
な
る
傾
向
に
あ
り
、
月
間

値
の
最
大
差
は
約
30
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
者
数
は
１
９
８
０
年
代
に
50
万
人
台
を
記
録
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年
代
以
降
は
30
万
人
台
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
来
島
者
数
は
２
０
１
５
年

以
降
急
増
し
、
２
０
１
８
年
に
35
万
５
千
人
を
記
録
し
て

い
ま
す
。

宮島来島者数の推移（1964年～2021年）

宮島宿泊者数・外国人来島者数の推移（1964年～2020年）

宮島来島者　月別推移（2016年～2019年）

データで見るコロナ禍前の宮島を訪れた観光客の状況



混雑が少なく快適に観光が楽し
める環境を創出し満足度

を高めます。

Ⅰ 観光客の
満足度・快適性向上

宮島の自然・歴史を
守り、持続可能な
観光振興を図ります。

Ⅱ 自然・歴史の
     保全・継承

廿日市市全体の観光
関連産業が一体と
なって消費増・観光
振興を図ります。

Ⅲ 一体的な
観光推進

観光客よし

 地域経済よし 地域環境よし

方策

方針

厳島宣言
宮島ルネサンス計画の概要

厳
島
宣
言

❶ ❷

❸

❹❺

❻

３
つ
の
方
針

と

６
つ
の
方
策

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
な
が
ら
、

自
然
や
歴
史
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
め
る
快
適
な
宮
島
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
客
、地
域
環
境
、地
域
経
済
の「
三
方
よ
し
」を
目
指
し
ま
す
。

三
方
よ
し

厳
島
宣
言

ア．全島博物館実現化事業
①デジタルアーカイブ化の推進
・全島博物館構想にむけて宮島の資源をデジタルアーカイブとして保存
②ガイド機能の拡充
・登録ガイドの活動支援、ガイド人材育成、ガイド支援ツール作成
・セルフガイドの支援（観光客自らが情報収集できる仕組みの構築）
③サポーター機能の拡充
・宮島の資源を守る「関係人口」の増加、組織化
・宮島を「自慢」に思う地元住民（コアファン）による情報発信
（リファラルマーケティング）

イ．エコツーリズム推進事業
・「宮島エコツーリズム推進全体構想」の具体化
・世界遺産を保全しながら学び、楽しむツーリズムの実現

宮島の価値を守り・伝える機能を拡充させることにより、
全島博物館構想の実現へ

ア．観光産業の生産性向上事業
①観光産業支援
・支援施策・補助事業等の情報提供
・事業者向け観光ビッグデータ提供
②観光産業の生産性向上
・ロボット導入等デジタル化支援、新たな技術への対応
・観光産業DXの推進
③就業環境の向上
・島内の居住環境、保育・教育環境の拡充

イ．観光人材育成事業
①人材育成
・宮島の観光を伝承する観光地経営人材の育成
・デジタル対応、インバウンド対応人材の育成
②人材確保
・正規雇用の促進、観光人材の移住増
・外国人人材の雇用

観光事業者の生産性の向上、人材育成を通じて、
廿日市市の主要産業としての観光産業の確立

ア．「みんなで守る宮島」推進事業
①世界遺産の保全
・自然資源、歴史的資源の保全活動の推進
・重要伝統的建造物群保存地区の保全・活用
・登山道の整備・保全
②みんなで守るための仕組みづくり
・宮島訪問税を活用した保全
・啓発活動の展開、行動基準の策定

イ．持続可能な観光地域づくり事業
①宮島の環境を守る活動推進
・海洋・海岸の清掃
・リユース食器の活用などゴミ排出の削減
②SDGsに則った宮島の実現
・日本版持続可能な観光ガイドラインに沿った対応
・ＣＯ２排出削減（カーボンニュートラル、フードマイレージ等）

宮島の自然・文化・歴史を観光客を含めた「みんな」で保全し、
世界の旅行者から選ばれる持続可能な観光地へ

ア．DMO設立事業
①市場把握・DMO設立
・観光客動向データ収集・分析・レポート（DMP）
・DMOの設立検討、設立
②顧客管理
・観光客一人一人に対応した情報提供（CRM）
・観光客による情報発信・多様な情報発信・多様な販売チャネル

イ．観光産業における地域内経済循環促進事業
①一体的な観光振興
・市内の観光事業者の連携促進
・戦略策定
②人材ネットワーク
・地域内の観光人材連携
・異業種交流、大学等との連携

宮島における観光消費の拡大を目指し、
市内観光事業者が一体となって観光振興に取り組む

ア．デジタル技術等を用いた混雑緩和・快適性向上事業
①混雑状況の把握・データ収集
・混雑状況の把握（人流センサー等の設置）
②混雑情報の発信
・デジタルサイネージ、プッシュ配信、ＡＲ看板等による混雑状況の可視化、
   混雑回避策の提案

イ．閑散期や朝・夜等の積極的な受入拡大事業
①閑散期や朝・夜イベント等の実施
・朝・夜イベントやツアー実施、閑散期イベント、花火打ち上げの分散開催
②平日需要創出
・平日限定キャンペーン等による平日需要創出等

島内の混雑を緩和し観光客の満足度を高めるとともに、
いつでも快適な宮島を創り出し、閑散期や平日の来島者数を増やす

ア．コロナ後のコンテンツ拡充事業
・登山、自然散策、マリンアクティビティ、アドベンチャーツーリズムの
情報収集、ツアー商品造成支援

イ．まなびの島宮島創出事業
・オンラインツアー（ＡＲ /ＶＲ等活用、事前学習）
・修学旅行・研修向けコンテンツの作成

ウ．「宮島復活」プロモーション事業
・大鳥居修復完了時・宮島口旅客ターミナル工事完了時の復活プロモーション展開
・国内メディアの活用、ＳＮＳによる情報発信、
・周年事業（世界遺産30周年等）の準備、実施

エ．上質なインバウンドサービス創出事業
・上質なインバウンドサービス創出
・国内在住外国人向けモニターツアー
・海外プロモーション

コロナ後のニーズ変化に対応したコンテンツづくり・
情報発信によりいろいろ楽しい宮島を創り出す

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
基
本
方
針

コ
ロ
ナ
禍
直
前
に
は
年
間
４
５
０
万
人
を
越
え
る
来
島
者
を
迎
え
て
い

た
宮
島
に
お
い
て
は
、
観
光
客
が
集
中
す
る
特
定
日
な
ど
に
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
客
が
多
す
ぎ
て
住
民
生
活
に
影
響
が
出
る
状
態
）
が

発
生
し
て
い
ま
し
た
。

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
基
本
方
針
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
「
三
方
よ
し  

厳
島
宣
言
」
を
掲
げ
、混
雑
緩
和
、平
日
の
観
光

客
数
増
加
等
、宮
島
を
快
適
に
過
ご
せ
る
取
組
を
進
め
つ
つ
、
世
界
遺

産
の
自
然
や
歴
史
を
保
全
・
継
承
し
、
観
光
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る
、

観
光
客
、
地
域
環
境
、
地
域
経
済
の

「
三
方
よ
し
」を
目
指
し
ま
す
。

現
行
の
観
光
振
興
基
本
計
画（
２
０
１
５
年
度
〜
２
０
２
４
年
度
）で
は
、地

域
内
の
消
費
増
加（
地
域
外
貨
獲
得
）、地
域
住
民
の
活
力
向
上（
住
ん
で
よ
し
）、

地
域
外
か
ら
の
来
訪
者
の
イ
メ
ー
ジ
向
上（
訪
れ
て
よ
し
）を
図
る
も
の
で

あ
り
、「
廿
日
市
市
を
訪
問
し
た
観
光
客
か
ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
を

獲
得
し
、
将
来
的
に
廿
日
市
市
へ
の
移
住
を
検
討
・
実
践
す
る
人
の
増
加
を

目
指
す
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
計
画
は
、基
本
計
画
に
想
定
し
て
い
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
宮
島
の
「
再
生
・
復
興
」
の
た
め
策
定
す
る
も
の

で
す
が
、
現
行
の
計
画
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画


